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内容記述 今年(２０１３年）になって、ここに掲載する２０
０７年度と２００８年度の生物資源学類でおこない
、ＯＣＷに掲載した講義記録が、財団法人ＡＶＣＣ
が５年くらい前に行った ”大学のオープンコース
ウェアサイト探訪３” というＳｉｔｅで言及され
ていることを知った。 ”日本人科学者によるノー
ベル物理学賞、化学賞の受賞のニュースが10月上旬
全国を駆け巡った。京都大学オープンコースウェア
（OCW）のトップページには、湯川秀樹先生のコー
スウェアと西田幾太郎先生のコースウェア の間に
10月8日に 京大で行われた「益川先生 ノーベル賞
を語る－学生対話集会」（共催：京都大学基礎物理
学研究所）の映像が掲載されるなどOCWスタッフの
素早い対応が伺われる。画面をクリックすると
YouTubeに飛んで再生される仕組みだ。一方、小林
誠先生、益川敏英先生（以上、物理学賞受賞）、下
村脩先生（化学賞受賞）の３氏を輩出した名古屋大
学は、受賞のニュースが大学HPのトップページに並
ぶ。いずれ名大の授業（名古屋大学オープンコース
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みなさま：
今日の４限、生物資源学類１年生対象「基礎数学」（西村先生）
の１回めを聴講しました。出席者は、
122名＋TA2名（桑田・辻本）＋教員1名
です。ちなみに昨年度「基礎数学」１回めは、
82名＋TA3名＋教員1名
でしたので、出席者は1.5倍になっています。２年生以上や他学類
がどれだけいたかはわかりませんが、生物資源学類新入生134名の
ほとんど大部分が出席したと思います。
西村先生、ありがとうございました。
内容は、数学の歴史をひもときながら、巾零無限小による微分の
定義（Kock-Lawvereの公理）と、微分のいくつかの公式の導出、
極限による定義との比較などでした。
内容は基礎的ですが、その話の流れが「見えていない」学生が多かった
のではないかと思います。授業後に私が質問対応した学生（10人ほど；
ほとんどが数III数Cを履修）は、わかると「すごーい！」と目を
輝かしましたので、些細なところで理解がつまづいたのでは
ないかと思います。
また、そもそも極限をよく知らない学生には、極限を使ったアプローチ
との対比の話は「二重苦」であったのではと想像します。極限との対比
によって、巾零無限小のありがたみがよくわかる、という話の筋書きは、
極限を知らない学生には逆効果ではないでしょうか。
また、Kock-Lawvereの公理の式を書かれて「これは直線をあらわす」と
説明されましたが、その式をどう解釈したら直線になるのか、わから
ぬ学生もいたのではないでしょうか。直線の方程式を知らぬ学生は
ほとんどいませんが（昨日のテストでそれは確認されました）、見慣れぬ
式をぱっと見て「直線だ！」と反応できる反射神経を持つ学生は、
それほど多くはありません。
あと、私は昨年の西村先生の「霊視」という言葉が好きでしたので、それが
聞かれなかったのが少し残念でした。
奈佐原　顕郎　（旧姓西田）
筑波大学農林工学系
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